
そうそう・６次化産品フェア in 日本橋ふくしま館 MIDETTE 

を開催しました  

県産農林水産物を使用した加工品（６次化商品）の対面販売により、首都圏の

多くの方々に相双地方の６次化商品を広く周知するとともに、首都圏の消費者動

向などを的確に捉えた商品開発や改良に役立てるなど、「売れる商品づくり」を

支援するため、「そうそう・６次化産品フェア in 日本橋ふくしま館ＭＩＤＥＴＴ

Ｅ」を開催しました。  

 小高商業高校の生徒が開発・販売している「幸せの黄色いはーと」や、川内村

産のそばを加工した「そばビール」、南相馬市産菜種を１００％使用した菜種油

「油菜ちゃん」、など、相双地方の自慢の商品を販売しました。  

 また、2 日間で２００人以上のお客様に商品アンケートの御協力をいただき、

今後の相双地方の６次化商品の開発・改良に役立てる大変貴重な機会となりまし

た。（平成 27 年 1１月２１（土）～２２（日）、日本橋ふくしま館「MIDETTE」

にて開催。そうそう・地域産業６次化推進会議の主催）  

 

 

 

 

 

 

 

 

①              ②  

    

    

 

 

 

    

    

   

③              ④  

写真の説明  

①南相馬産菜種を使用した商品を販売する様子「油菜ちゃん」「油菜マヨ」（南

相馬農地再生協議会）  

②川内村産そばを加工した「そばビール」の試飲・「いわなの燻製・とば」の試

食の様子（川内村あれ・これ市場）  

③生徒がプロデュースした商品を販売する様子（小高商業高校）  

④お客様へ商品の説明をする様子（相馬双葉漁業協同組合）  


